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2010年 5月 7日 

株式会社日立ビルシステム 

 

エスカレーターの制御方式をインバーター方式に更新する 

「制御リニューアル」工事において、日中の稼働停止時間ゼロ*1を実現 

5日間の夜間作業のみでリニューアルできる*2 新工法を開発 

 

株式会社日立ビルシステム(取締役社長：池村敏郎／以下、日立ビルシステム)は、経年化したエ

スカレーターの制御盤と駆動機を最新のインバーター制御方式に更新する「制御リニューアル」にお

いて、5 日間の夜間作業のみで工事を完成させ、日中の稼働停止時間ゼロを実現する新工法を開

発し、5 月 7 日より提供を開始しました。「制御リニューアル」の標準的な工法では、夜間作業に加え

日中にも一定時間エスカレーターを停止させる必要がありましたが、新工法では夜間作業のみでリ

ニューアルを完了することができるため、商業施設等の営業への影響を軽減することができます。 

 

■「制御リニューアル」の新工法開発の背景 

日立ビルシステムは、設置から 25 年以上経過したエスカレーターを段階的にリニューアルする改

修プラン*3 のひとつとして、制御盤と駆動機を、株式会社日立製作所製の最新型エスカレーター

「VX シリーズ」*4で採用しているインバーター制御方式に更新する「制御リニューアル」*5を 2009 年

7月より提供開始しました。 

「制御リニューアル」以前の改修工事は、エスカレーター全体を一式交換する「撤去新設工法」が

主流で、約 1 ヶ月間稼働を停止して工事を行う必要がありましたが、「制御リニューアル」では、制御

盤と駆動機の入れ替えで対応可能なため、21 時から翌朝 9 時までの夜間作業を中心に 6 日間(5

夜間)の工期で改修を完了することができるようになりました。しかし、6 日間の工期のうち 1 日は、日

中にもエスカレーターの稼働停止時間が発生し、従来に比べ工期が短くなったとはいえ、依然、商

業施設などにおけるリニューアルの課題となっていました。 

 

■日中の稼働停止時間ゼロを実現した技術的背景 

「制御リニューアル」では、1日目から 3日目の夜間にインバーター制御に対応した安全装置の交

換、4日目の夜間にインバーター用制御盤の交換、5日目の夜間にインバーター制御対応の駆動機

の交換を行います。 

2009年 7月に開始した「制御リニューアル」の標準的な工法においては、制御盤と駆動機の両方

がインバーター制御対応のものに入れ替えられた状態でなければ、エスカレーターが稼働しません

でした。したがって、インバーター制御対応の駆動機の入れ替えが完了していない 5 日目の日中は

４日目の夜から連続してエスカレーターを停止させる必要がありました。 

このたび開発した「制御リニューアル」の新工法では、改修工事の期間に、制御盤と駆動機の両方

をインバーター制御対応のものに入れ替えていない状態でも、エスカレーターを稼働させることがで

き、「制御リニューアル」における日中の稼働停止時間をゼロにすることを可能にしました。 
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具体的には、インバーター用制御盤からの制御信号を、インバーター制御に対応していない入れ

替え前の駆動機に対応した制御信号に変換する「リニューアル用インターフェース盤」を開発しまし

た。この「リニューアル用インターフェース盤」は、インバーター用制御盤を介さず、建屋内の電流を

直接回路に取り込む「直入れ回路」と、この回路からの出力電圧(200V)を 100Vに降圧する「トランス

ボックス」で構成されます。新工法では、5 日目の日中にのみ、仮設の「リニューアル用インターフェ

ース盤」を介して、インバーター用制御盤から既設の駆動機に制御信号を送り、エスカレーターの稼

働を可能にします。この後、5 日目の夜間には駆動機をインバーター制御対応のものに入れ替え、

「リニューアル用インターフェース盤」を取り外し、インバーター用制御盤とインバーター制御対応の

駆動機の接続などを行い、リニューアルを完了させます。 

 

エスカレーターのリニューアルは、特に商業施設などでは、これまで工事による不稼働時間が妨

げとなって実施しづらいという問題がありましたが、日立ビルシステムでは今回の「日中の稼働停止

時間ゼロ」を実現した新工法も活用し、経年化したエスカレーターを、安全性や省エネ性能に優れた

最新のものに更新する提案を進めてまいります。 

 

 

 

*1 「日中」とは 9時から 21時までの、商業施設での一般的な営業時間帯を指しており、工事期間中であってもこの時間帯はエスカレータ

ーを停止させることなく稼働させます。 

*2 「夜間」とは 21時から翌朝 9時までの時間帯を指し、工事をこの時間帯に集中して行います。 

*3 「制御盤・駆動機、ステップ（踏み板）、欄干、外装」と関連装置単位で段階的にリニューアルを行う改修プランです。 

*4 株式会社日立製作所が 2008年1月に発売した最新型エスカレーター。運転制御にインバーターを用いることにより、利用者数などに

応じてきめ細かく動力を制御することができるようになり、消費電力を最大で約 20%低減（既設エスカレーターの型式が 1200EC-UN

で、階高 6.5m、定格速度が分速 30m での設計試算例）することができます。また安全装置が作動して緊急停止する場合でも、ゆっく

り減速して停止する「ソフトストップ機能」を採用して利用者の安全性を高めています。 

*5 株式会社日立ビルシステムが 2009 年 7 月に発売した、経年化したエスカレーターを段階的にリニューアルする改修プランのひとつ。

制御盤と駆動機をインバーター方式のものに更新することにより、細かい速度制御に対応することが可能になり、省エネや安全性の向

上に効果を発揮します。 
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■「制御リニューアル」の工程比較 

【標準工法】 

 

 

 

 【新工法（日中の稼働停止時間ゼロ工法）】 

 

 

 

 

■お客様からのお問い合わせ先 

株式会社日立ビルシステム 昇降機事業部 事業企画部［担当：野田、水本］ 

〒101-8941 東京都千代田区神田美土代町 7番地 

TEL：03-3219-9103(直通) 

 

■報道機関お問い合わせ先 

株式会社日立ビルシステム 法務部［担当：山添、小川］ 

〒101-8941 東京都千代田区神田美土代町 7番地 

TEL：03-3219-9176(直通) 

 

以 上 

「リニューアル用インターフェース盤」の使用により稼動 


